
令和 2 年政策科学総合研究事業（統計情報総合研究事業） 
分担研究報告書 

⼈⼝の健康・疾病構造の変化にともなう複合死因の分析⼿法の開発とその妥当
性の評価のための研究 

死亡診断書における死亡の原因のコード化と期間表現の正規化 

研究分担者 篠原恵美⼦ 東京⼤学⼤学院医学系研究科 特任助教 
 

研究要旨 死亡事故原票データにおいて死亡の原因やその期間についての情
報は⾃由⼊⼒データであり、統計処理に⽤いるためには正規化が必要である。
本年度は過去に開発した処理プログラムをベースにコード化知識の更新を
⾏い、死亡の原因の ICD-10 コード・病名交換⽤コード化および期間表現の
正規化を⾏った。 
 

 
A. 研究⽬的 

死亡調査票における死亡の原因欄は⾃由
記載であるため、様々な表記ゆれが含まれ
ており、例えば「虚⾎性⼼筋症」と「⼼筋虚
⾎」のように表現が異なる場合や、「肺癌」
と「左肺癌」のように側性の情報が付加され
る場合がある。これを統計処理するために
はコード化を⾏う必要がある。また、「肺癌、
動脈硬化症」のように 1 つの欄に複数の病
名が含まれる場合には、それぞれを別の病
名として計数できなければならない。原因
とペアで記録される期間も⾃由記載であり、
正規化処理をしなければ統計処理ができな
い。しかし死亡調査票の数は年間 100 万件
を超えており、全件を⼈⼿で処理すること
は現実的ではない。そこで⾃然⾔語処理に
よる⾃動正規化が有⽤と期待される。 

分担研究者は過去に死亡調査票の死亡の
原 因 お よ び 原 因 欄 に 記 載 さ れ た 内 容 の
ICD-10 コード化および⽇数形式への正規

化プログラムを開発した。今年度はこのプ
ログラムで利⽤している病名コード表のア
ップデートを⾏ったうえで、平成 15 年から
令和 1 年までの全データについてコード
化・正規化を⾏った。 
B. 研究⽅法 
1. テキストデータの抽出 

平成 15 年から令和 1 年の死亡票（調査票
情報）15,725,292 件を対象とした。 

死亡個票の電⼦ファイルは各項⽬が固定
バイト⻑で格納された⽂字コード CP932
のテキストファイルであり、それよりも短
いデータの場合には末尾が空⽩で埋められ
ている。これを削除し、実際にテキストが含
まれている部分のみを抽出した。また後の
処理のため、⽂字コードを UTF-8 に変換し
た。抽出・変換したデータは全て SQLite3
のデータベースに 1 ファイル 1 テーブルと
して格納した。ファイルごとにテーブルを
分けたのは年ごとに列数が異なるためであ
る。 
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2. 病名コード表のアップデート 
原因欄と期間欄それぞれについて、⾃動で

コード化・正規化を⾏うプログラムが実装
しているアルゴリズムの概要を図 1 に⽰す。
このうち、死亡の原因欄のコード化の「分
割」ステップでは⼀般財団法⼈医療情報シ
ス テ ム 開 発 セ ン タ ー で 公 開 さ れ て い る
ICD10 対応標準病名マスターを利⽤してい
る。このマスターは年に数回更新されてお
り、最新の Ver.5.05 をインストールした。 

3. 原因欄のコード化 
「死亡の原因 Ⅰ欄」（ア〜エ）「死亡の原

因Ⅱ欄」の「原因」を、前処理を⾏った上
でマスターを利⽤して分割し、ICD-10 コ
ードと病名交換⽤コードに変換した。前処
理は⽂字の正規化（例. 頸→頚）・語の正規
化（例. ⼗⼆腸→⼗⼆指腸）・誤り訂正（例. 
⼗⼆腸→⼗⼆指腸）の 3 段階から成ってい
る。データ量が⾮常に⼤きく、素朴な実装
では実⾏時間が⾮常に⻑くなるため、形態
素解析器の MeCab を利⽤し効率化を図っ
た。 

4. 期間欄の正規化 
原因欄と同様に「死亡の原因 Ⅰ欄」（ア〜

エ）「死亡の原因Ⅱ欄」の「期間」に格納さ
れているデータを対象とし、⽇数に変換し
た。元データとしてはこれらに加えて死亡
⽇を利⽤した。死亡⽇は、年数などの時間幅
を記録すべき「期間」に⽇付が記⼊されてい
る場合があり、これを時間幅に変換するた
めに必要である。 

期間欄についても複数の情報が列記され
ていることがあるため、原因欄と同様に分
解した。 

5. 処理結果のまとめ 
最後に、ICD-10 コード、病名交換⽤コー

ド、期間（⽇数）を、年ごとに元となった死
亡個票に列を追加する形でデータを出⼒し
た。 
C. 研究結果 

全ての年のデータについて、95%以上の
死亡個票についてⅠ欄に少なくとも 1 つの
ICD-10 コードが付与された。 
D. 考察 

図 1 コード化・正規化アルゴリズムの概要 
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原因のコード化には病名マスターを利⽤
しているが、カバーされない病名表記は独
⾃の変換表を⽤意して対応している。この
マスターと変換表でもまだカバーできてい
ない範囲があり、今後改善が必要である。 

また、期間正規化の結果がマイナスの数値
になっているケースが⾒られた。この原因
としては死亡個票の内容の誤りとプログラ
ムの誤りの可能性があり、調査が必要であ
る。前者に対してはそのようなケースをど
う扱うかの検討が、後者に対してはプログ
ラムの修正を⾏う予定である。 

さらに、原因と期間の両⽅について、⼊⼒
⽂字数に制限があるため、備考欄に続きが
記載されているケースの存在が確認されて
いる。このようなケースの割合の調査、対応
する原因・期間と接続し再構成する⽅法の
確⽴が必要である。 
E. 結論 

申請データ全数について死亡個票の原因
欄および期間欄の基本的な正規化を⾃動で
⾏った。 
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